
相澤トオル
相澤道子
相澤由香里
青木年広
青西千賀子
赤堀　尚
浅井　宏
芦田喜代恵
遊馬賢一
阿相三郎
あらいとしこ
新沢キクヨ
家近健二
五百住乙人
五十川多恵子
井口　優
池口史子
池田清司
石井武夫
石浦啓二郎
石川忠一
石川敏夫
市尾　哲
伊藤育子
伊藤善文
稲垣考二
稲葉徹應
井上　悟
井上雅彦
井上八重子
今井晸子
入江一子
入江　観

小野田恭子
折本美禰子
海田敬子
開原通人
何川騰譲
垣内カツアキ
垣内宣子
垣見久子
笠井誠一
笠原久央
香島ひで子
鹿島正子
勝谷明男
勝間田英幸
桂　邦雄
加藤哲英
嘉藤　惠
加藤良子
金山桂子
金子加代子
金子　亨
河合福三
河内祐佐久
河瀬うた代
河内弘安
河野宗之蒸
川畑　太
川畑ホール眞美子
川村良紀
蒲原勝美
北川順一
鬼頭恭子
絹谷幸二

澤田雅子
塩川吉廣
柴田千壽子
島田鮎子
嶋田みどり
島津豪亮
嶋津俊則
清水　要
白井洋子
菅原　清
杉山敏治
鈴木喜美子
鈴木千壽
鈴木　實
硯川秀人
須藤愛子
須藤美保
セイ・ハシモト
銭谷　誠
高木匡子
高田啓介
高梨敬子
髙橋道男
髙橋美奈子
高山オリ子
田口貴久
武　敏夫
竹市和昭
多田祐子
立川広己
田中定一
田中　茂
田中嘉子

岩井美津子
鵜居町子
上垣公子
植田百絵
植野史煌
生方純一
栄輝石川  
江口光興 
遠藤彰子
遠藤みや子
大石征子
大久保澄子
大高孝雄
大地　統
大津英敏
大西千惠子 
大沼映夫
大庭英治
大場再生
大前博士
大和田いずみ
岡　啓介
岡田菊惠
岡田宏昭
小川　游
奥谷太一
奥谷　博
奥津幸子
奥村　憲
尾崎重春
小野月世
小野平吉
小野寛子

木村光江
木村素子
木村保夫
工藤彊次郎
久野和洋
黒川英夫
黒田　皇
黒田秀方
黒田　勝
黒鳥正己
小泉忠二
小泉守邦
小島万里子
児玉一郎
後藤茂樹
小林藤四郎
小松富士子
齋藤淳子
齋藤　将
齊藤武夫
サイトウ良
酒井文子
櫻井孝美
櫻井　一
桜井幸子
佐々木里加
佐藤一郎
佐藤勝昭
佐藤京子
佐藤　哲
佐藤道子
佐野和子
佐野未知

多納三勢
玉川信一
玉田友美枝
田村　公
血矢昌之
塚田　稔
辻　典子
辻　幸夫
辻井久子
津田勝利
續橋　守
⻆田　守 
鶴丸澪子
テイ朱洋
手塚博也
堂園和男
時藤歌子
戸田　勝
戸澗幸夫
中井一誠
中島清登
中島敏明
中島規雄
長曽洋二
中谷基子
中西賢一
仲野壽志
永見明良
中村智恵美
中村マヤ
中山忠彦
永山優子
中山昌美

中吉照雄
楢崎重視
成澤隆吉
成田禎介
成澤朱未
新妻泰江
西井貞美
西岡康雄
西本太観
新田晴夫
沼尻正芳
根岸よしこ
根萩斎門
根本忠緒
野口眞利
能勢初美
野田　保
野田弘志
野見山暁治
朴　正文
橋本　雅
橋本直一
長谷川さゆり
長谷川昭三
長谷川　仂
羽田英彦
羽田二朗
濱田節子
林　敬二
早矢仕素子
原　弘
樋口博徳
樋口美恵子

平岡靖弘
平野雅子
平松完二
廣岡清武
廣瀬洋子
吹田文明
福井辰次 
福井大海
福井　満
福島修子
福島唯史
福島一二三
福島瑞穂
福田玲子
藤井　龍
藤森兼明
二名ノリコ
二見拓希
古市明美
古市宣子
古川秀昭
別府忠雄
保坂良平
星野美智子
細川　尚
堀田常央
堀　研
本田久一郎
前川寿々子
前島隆宇
真壁輝男
馬越陽子
町田譽曽彦

松岡　眞
松澤茂雄
松田圭人
松田　茂
馬緤紀子
松野　行
松野登美子
松村和紀
松本信子
松本富士枝
松本和久
真野佳子
丸川幸子
丸田栄蔵
万代　進・空庵
三浦輝峰
水野晃一
三井きみ子
三橋直之
宮澤賢一
宮田益榮
宮本喜代子
宗内彰志
村上健一
村上よ志子
村田佳代子
茂木育子
森　清
森田隆一
森本計一
守屋順吉
森山鳳雲
森脇靖之

諸沢吉美
八尾洋一
谷貝文恵
矢木千鶴子
八島正明
安井正子
柳田　補
山内滋夫
山岸忠彦
山崎義雄
山下啓介
山下幸次
山田宗輔
山中宣明
山本　晃
山本　貞
山本文彦
山本 正英
横山隆雄
吉岡正人
吉田一男
吉田ひろ子
吉田博子
吉田康弘 
若色和夫
若槻三千代
和田　貢
渡辺玄一
渡邉祥行
渡邊たつみ
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 掲載作家一覧 『平成の洋画 1989-2019 次代への架け橋』「現代作家 作品選」掲載作家を一覧とした。

日本の美術Ⅶ

平成 の 洋画
刊 行

インターネットの普及などから、絵画の
手法やテーマが多様化し、従来のジャ
ンル分けを難しくしたのが平成時代で
した。その中で、〈洋画・版画・水彩画〉
の分野ではどのような作家が活躍し、何
が表現されていたのか。400点をこすカ
ラー図版と作品解説を軸に、平成時代の

「洋画」を総合的にとらえることを目指
した『平成の洋画 1989-2019 次代への
架け橋』が刊行されます。筆者のひとり
である土方明司・川崎市岡本太郎美術館
館長の推薦の言葉と、本書の主な内容、
掲載作家などを紹介します。

2021 年 6 月刊行
A4 判変型、定価 4,400円（税込）
ISBN978-4-89210-229-5

■ 購入方法
お近くの書店などでご注文ください。
弊社にご注文いただく場合、1 冊につき
送料を 900 円とさせていただきます。

■ お問合せ
美術年鑑社　電話：03-3293-7481
nenkan@art-news.co.jp

表紙作品　野見山暁治《かけがえのない空》、2011 年、 石橋財団アーティゾン美術館蔵

主な項目

「物故作家 名作選」
平成の洋画壇を形作り、平成時代に亡くなった洋画家・版画家ら 80名を紹介。代表作または平成時代の作品を、
所蔵館の学芸員などによる作品解説とともに掲載します。

「現代作家 作品選」
平成時代を彩った多彩な作品（洋画、版画、水彩画）を紹介。「文化勲章・文化功労者・日本藝術院会員・主要美術団体」

「平成の洋画家たち―油彩・水彩・版画」の2章に約 330名の作家が登場します（本紙面下部に掲載作家の一覧あり）。
また、「画廊からの視点」と題し、洋画を主に取りあつかう日動画廊、名古屋画廊、梅田画廊が登場します。

その他、佐藤一郎・東京藝術大学名誉教授が東京美術学校以来の油画の専攻をたどる論評や、「平成時代の洋画 年表」
（東京文化財研究所・橘川英規編）、「洋画系 美術家団体 データ集」「歴代各章・各賞受賞作家」などが収録されます。

鈴木信太郎　中川一政　小松崎邦雄　井手宣通　猪熊弦一郎　斎藤真一　向井潤吉　麻田浩
田村一男　難波田龍起　斎藤清　高松次郎　村井正誠　相原求一朗　國領經郎　三岸節子　吉井忠
鷹山宇一　橋本博英　麻生三郎　平賀敬　浜口陽三　伊藤清永　森本仁平　相澤和郎　脇田和
芝田米三　田中稔之　桜井浜江　前田常作　岡田節子　小西保文　森田茂　高梨潔　荻太郎
三栖右嗣　小川博史　福本章　元永定正　中村清治　早川義孝　辰野登恵子
森本草介　島田章三　中野淳　松樹路人　中根寛　宮崎進　村田省蔵　浜田知明　他

　
　

　

平
成
の
30
年
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
か
ら
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
東

日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
災
害
が
頻
発
し
、
経
済
の
冷

え
込
み
や
少
子
高
齢
化
と
い
っ
た
課
題
が
社
会
を
揺
る
が
し
た
時

代
で
し
た
。
そ
の
中
で
美
術
家
た
ち
は
、目
標
に
向
か
っ
て
制
作
・

発
信
し
、
展
覧
会
場
へ
行
き
、
お
互
い
の
作
品
か
ら
次
作
へ
の
制

作
意
欲
を
奮
い
立
た
せ
る
こ
と
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

　

世
界
的
な
感
染
拡
大
に
よ
る
こ
の
度
の
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
は
、

か
つ
て
経
験
の
な
い
行
動
制
限
を
生
み
出
し
、
緊
急
事
態
宣
言
に

よ
っ
て
展
覧
会
・
個
展
の
中
止
が
相
継
ぎ
ま
し
た
。
変
異
ウ
イ
ル

ス
が
懸
念
さ
れ
る
今
、
厳
し
い
こ
の
状
況
を
耐
え
忍
ん
で
行
く
覚

悟
を
強
く
し
、
一
日
も
早
く
感
染
が
お
さ
ま
る
こ
と
を
願
い
た
く

存
じ
ま
す
。

　

本
書
は
、『
平
成
の
書 

１
９
８
９-

２
０
１
９ 

次
代
へ
の
架
け
橋
』

（
令
和
元
年
９
月
刊
）
に
続
い
て
、
平
成
時
代
の
洋
画
を
総
合
的

に
回
顧
す
る
作
品
集
と
し
て
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
２
年
内
の

刊
行
を
目
指
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
に
と
も
な
い
、
本
書
も
一
時
作
業
の
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。

　

生
活
や
制
作
の
継
続
も
困
難
で
あ
っ
た
状
況
下
に
、
そ
れ
で
も

本
書
の
企
画
出
版
に
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
作
家
の
方
々
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
展
覧
会
を
め
ぐ
る
こ
と
も
、
作
家
の
方
と

言
葉
を
交
わ
す
こ
と
も
容
易
に
叶
わ
な
い
現
状
が
、
早
く
過
ぎ
去

る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。
そ
し
て
、
本
書
を
見
て
お
り
ま
す

と
、
か
つ
て
美
術
館
や
画
廊
で
目
に
し
た
と
き
の
感
動
や
喜
び
が

よ
み
が
え
り
、
強
く
励
ま
さ
れ
た
こ
と
を
申
し
添
え
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

洋
画
と
い
う
文
化
が
こ
れ
か
ら
も
人
々
に
愛
さ
れ
、
素
晴
ら
し

い
作
品
が
誕
生
す
る
こ
と
を
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。
本
書
が
そ
の

一
助
と
な
り
ま
す
こ
と
を
望
ん
で
や
み
ま
せ
ん
。

　
　

株
式
会
社
美
術
年
鑑
社　

代
表
取
締
役
社
長　

 

油
井
一
人

五十音順、敬称略

　「平成の洋画」と問われて、具体的なイメー
ジを述べることは困難であろう。昭和期の美
術には洋画、日本画、彫刻といったジャンル
が比較的はっきりしていた。あるいは、抽象、
具象というように。しかし、平成の美術は各
ジャンルが横断し越境し、それまでのジャン
ル分けが機能しなくなってきている。それは
画材に関しても同様である。さらに、元号よ
り西暦が一般的に使われることが多くなった
ことも一因する。平成となった 1989年はベル
リンの壁が崩壊し、アメリカ主導のグローバ
ル・スタンダードが始まった年にあたる。こ
れに加えて、平成 13年は 2001年にあたり、
ミレニアム・イヤーとして喧伝され、ますま
す平成は影が薄くなった。

　しかし、実際には平成の洋画は多種多彩な
様相を見せた。目立ったことでは具象絵画、
写実絵画を含むイメージの復権があった。こ
れに関連して、若冲など奇想の画家たちや、
アニメ作品が若手画家に与えた影響も見過ご
せない。急速なインターネットの普及、バー
チャル空間の氾濫も目立った。さらにまた、
相次ぐ自然災害が美術界に与えた影響も少な
くない。
　捉えにくい平成の洋画界ではあるが、その
内実はダイナミックな変化に富む。このたび
刊行される『平成の洋画』は、多くの図版と
詳細な資料によって、複雑な時代の美術状況
を浮き彫りにする。平成の洋画を総括する重
要な役割を果たすことになるに違いない。

平成の美術・洋画　　土方明司（川崎市岡本太郎美術館長、武蔵野美術大学客員教授）

● 評論など

● 作品図版

「歴史記述枠組としての定点観測」高階秀爾（美術史家・大原美術館長）

「平成の美術・洋画」  土方明司（川崎市岡本太郎美術館長・武蔵野美術大学客員教授）
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